
JANOG51「情報科」
京都精華大学メディア表現学部 鹿野利春



自己紹介

2023/2/6

公立高
等学校
教諭

財団法
人職員

教育委員
会事務局

文部科学
省教科調
査官

大学教授

学習指導要領改訂
情報活用能力
プログラミング教育
GIGAスクール構想

視学委員
（STEAM教育）鹿野 利春

（かの としはる）

文部科学省I CT活用アドバイザー
情報活用能力調査委員

一般社団法人
デジタル人材共創連盟
代表理事

デジタル人材共創連盟
・子供たちのデジタル力を育てる
・授業、課外活動をエンパワーメント
https://dle.or.jp/

JANOG(金沢)で
当時の情報科
について報告

https://dle.or.jp/


情報科はどう変わったか



全員が必修でプログラミング、データ活用を学ぶ
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社会と情報

情報の科学
情報Ⅰ

〇情報の表現，コミュニケーション

〇コンピュータの活用，情報の管理

共
通

〇情報通信ネットワーク
〇情報社会，情報技術
〇問題解決
〇情報モラル
〇情報セキュリティ

(1) 情報社会の問題解決
(2) コミュニケーションと情報デザイン
(3) コンピュータとプログラミング
(4) 情報通信ネットワークとデータの活用

※赤字は新しい内容を多く含む

情報Ⅱ

国民的素養



構造がとてもシンプルになった

問題の発見・解決

情報デザイン

プログラミング

データの活用

目標

ツール

コミュニケーション
コンピュータ

ネットワーク
情報モラル
に関連した学びも重視



高校教育

「情報Ⅰ」

「情報Ⅱ」

大学入試

ｾﾝﾀｰ・個別

大学教育

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ・

数理・AI

大学入試にも出題
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大学入学共通テスト
「情報Ⅰ」60分で実施

国立大学協会
原則５教科７科目から６教科８科目

個別入試における「情報」
※電気通信大学が出題を表明
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検定 調査

大学入学希望者を対
象に、高等学校段階に
おける基礎的な学習の
達成の程度を判定し、

大学教育を受けるため
に必要な能力について
把握することを目的と
する。このため、各教

科・科目の特質に応じ、
知識・技能を十分有し
ているかの評価も行い

つつ、思考力・判断力・
表現力を中心に評価を
行うものとする

基礎的な学習の達成の基準

入試は基本的に学習指導要領に沿って行われる
学習指導要領解説も参考資料として重視される



なぜ変わったのか



子供たちに、情報化やグローバル化など急
激な社会的変化の中でも、

未来の創り手となるために必要な資質・能力

を確実に備えることのできる学校教育を実
現する。



情報科目の今後の在り方について（検討素案）2015.夏

関連して、現行中学校技術・家庭（技術分野）における「情報に関する技術」の指導内容の充実、及び小・
中学校段階からの各教科等における情報活用能力を育成するための指導の充実についても、検討が必要。
（次ページ「小・中・高等学校を通じた情報活用能力の育成」を参照）

○情報とそれを扱う技術を問
題の発見・解決に活用する
ための科学的な考え方

○情報通信ネットワークを用い
て円滑にコミュニケーション
を行う力

共通教科「情報」（現行） 新科目のイメージ

社会と情報
１ 情報の活用と表現
２ 情報通信ネットワークとコミュニケーション
３ 情報社会の課題と情報モラル
４ 望ましい情報社会の構築

情報の科学
１ コンピュータと情報通信ネットワーク
２ 問題解決とコンピュータの活用
３ 情報の管理と問題解決

４ 情報技術の進展と情報モラル

いずれか１科目（２単位）を選択必履修

育成する資質・能力

「情報活用能力」

○情報機器やネットワーク を
用いて情報を収集・加工・
発信する力

○情報モラル、知的財産の保
護、情報安全等に対する実
践的な態度

○情報社会に主体的に参画し
寄与する能力と態度

情報と情報技術を
問題の発見と解決に

活用するための科学的な
考え方等を育成する科目

●コンピュータと情報通信ネットワーク
●問題解決の考え方と方法
●問題解決とコンピュータの活用
●情報社会の発展と情報モラル

上記科目の履修を前提とした

発展的な内容の科目
についても検討

※情報モラルなど、社会生活を営むに当たり必要な知識
や果たすべき役割等については、新たな公民科目で扱
うことを検討。

高度な情報技術の進展に伴い、文理
の別や卒業後の進路を問わず、情報
の科学的な理解に裏打ちされた情報
活用能力を身に付けることが重要

改訂の必要性

（出典）「中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 教育課程企画特別部会」提出資料より

2016.3
各教育委員会に通知
高等学校情報科担当教員
への高等学校教諭免許状
「情報」保有者の配置の促進
について（依頼）



どんな議論が行われたか



求められるものの変化

知識
技能

思考力
判断力
表現力

何を知っているか？
知っていることをどう使うか？
知らないことをどう身に付けるか？

仕事に習熟する 仕事を創造する



育成すべき資質・能力の三つの柱

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか

知識・技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力･判断力・表現力等

学びに向かう力
人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

どのよう
に学ぶか
どう評価
するか

カリキュラム・
マネジメントの

充実

態度＋自己調整力

これらの資質・能力を育てるために「主体的・対話的で深い学び」が必要である



次期学習指導要領改訂に向けた検討体制

中央教育審議会教育課程部会
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平成２７年８月２６日
教育課程部会了承

言語能力
論理・技能

空間軸
時間軸
相互補完

情報活用能力

理科・数学の
見方・考え方
を使った探究

問題発見・解決能力

公共

統計
重視

高校は
探究



小・中・高等学校を通じた情報教育と高校学校情報科の位置付けのイメージ

高
等
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校
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力
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仮
称
）

改善の
ための
PDCA
サイクル

【高等学校】（各教科等）
◎情報社会への主体的な参画に向けて、問題を発見・解決したり自らの考えを形成
したりする過程や、情報手段等についての知識と経験を、科学的な知として体系化
していくようにするなど、発達段階に応じた資質・能力を高等学校教育の本質的な
学びを深める中で身に付ける

【中学校】（各教科等）
◎情報を効果的に活用して問題を発見・解決したり、自らの考えを形成したりする経
験や、その過程で情報手段を活用する経験を重ねつつ、抽象的な分析等も行える
ようにするなど、発達段階に応じた資質・能力を中学校教育の本質的な学びを深
める中で身に付ける

【小学校】（各教科等）
◎様々な問題の発見・解決の学習を経験しながら、そこに情報や情報手段が活用さ
れていることや、身近な生活と社会の情報化との関係等を学び、情報や情報手段
によさや課題があることに気付くとともに、情報手段の基本的な操作ができるように
するなど、発達段階に応じた資質・能力を小学校教育の本質的な学びを深める中
で身に付ける

【幼稚園】
幼児教育において培われる基礎（言葉による伝え合い、豊かな感性と表現等）
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（技術・家庭科「情報に関する技術」）
計測・制御やコンテンツに関するプログラミングなど、
ディジタル情報の活用と情報技術を中心的に扱う

知識・技能
（何を知って
いるか、何が
できるか）

・（思考や創造等に活用される基礎的な情報としての）
教科等の学習を通じて身に付ける知識等

・情報を活用して問題を発見・解決したり考えを形成し
たりする過程や方法についての理解

・問題の発見・解決等の過程において活用される情報手
段（コンピュータなど）の特性についての理解とその
操作に関する技能

・アナログ情報とディジタル情報の違い（Webサイトと

新聞や書籍等により得られる情報の早さや確かさの違
い）など、情報の特性の理解

・コンピュータの構成や情報セキュリティなど、情報手
段の仕組みの理解

・社会の情報化と情報が社会生活の中で果たしている役
割や及ぼしている影響の理解

・情報に関する法・制度やマナーの意義についての理解

思考力・判
断力・表現
力等
（知っている
こと・できる
ことをどう使
うか）

・情報を活用して問題を発見・解決し新たな価値を創造
したり、自らの考えの形成や人間関係の形成等を行っ
たりする能力

－目的に応じて必要な情報を収集・選択したり、複数
の情報を基に判断したりする能力

－情報を活用して問題を発見し、解法を比較・選択し、
他者とも協働したりしながら解決のための計画を立
てて実行し、結果に基づき新たな問題を発見する等
の能力

－相手の状況に応じて情報を的確に発信したり、発信
者の意図を理解したり、考えを伝え合い発展させた
りする能力

など

・問題の発見・解決や考えの形成等の過程において情報
手段を活用する能力

学びに向か
う力、人間
性等
（どのように
社会・世界と
関わりよりよ
い人生を送る
か）

・情報を多角的・多面的に吟味しその価値を見極めてい
こうとする情意や態度等

・自らの情報活用を振り返り、評価し改善しようとする
情意や態度等

・情報モラルや方法に対する責任について考え行動しよ
うとする情意や態度等

・情報や情報技術を積極的かつ適切に活用して情報社会
（情報の果たす役割が一層重要になっていく社会）に
主体的に参画し、より望ましい社会を構築していこう
とする情意や態度等

「情報科」
◎情報科の見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発
見・解決を行う学習活動を通じて、次のとおり資質・能力を育て
る
○①情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する

方法について理解を深め技能を習得させるとともに、情報社
会と人間との関わりについての理解を深める

②問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活
用する力を育てる

③情報を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画し、
その発展に寄与しようとする態度を育てる

高等学校卒業までに全ての生徒に育むべき情報に関わる資質・能力※
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※総則・評価特別部会第4回（平成28年1月18日）資料における整理

・基本的な操作技能の着実な習得
・プログラミングの体験 等



小学校からの学習の積み上げ
情報デザイン プログラミング 統計に関連した学び

大学 デザイン思考など
専門分野で活用する
プログラミング

専門分野で活用する
統計

情報Ⅱ
情報デザインを生かし
たコンテンツ作成

情報システムの
プログラミング

データサイエンス
※数学Ｂと連携

情報Ⅰ

情報デザインの
方法と考え方

問題を発見・解決する
手段として活用

問題解決のための
プログラミング

コンピュータの仕組
モデル化・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

データの活用
※数学Ⅰと連携

中学校
技術・家庭科など
中学校の各教科等

問題解決のための
簡単なプログラミング

計測・制御
ネットワーク＆双方向

簡単な統計

小学校
国語，図画工作など
小学校の各教科等

教科の中で体験する
プログラミング

仕組みを知り，活用し
て可能性を広げる

統計的考え方



「情報I」の内容



出典：イラスト屋

広報や集客・注文
WebやSNSで！

仕込みの数を
データ分析

プログラミングは
日常のツール



(1)情報社会の問題解決

発見

分析

解決策
の検討

実施

評価

改善

発見

分析

実施

評価

改善

統計の活用

統計の活用 解決策
の検討

統計の活用
結果を
予想する力
解決策を
選択する力

ゴールを
想定する力

原因を判断する力

解決の程度を
判断する力

統計を活用
した思考・
判断・表現

統計の活用



ヒストグラム（ハンドボール投げの記録）

階級の幅の設定の仕方による違い

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数学編 １学年

中学校で学習済みの



四分位数（ハンドボール投げの経年変化）

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数学編 ２学年

中学校で学習済みの内容



標本調査（１日の睡眠時間）

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数学編 ３学年

中学校で学習済みの内容



(2) コミュニケーションと情報デザイン

「社会と情報」「情報の科学」 「情報Ⅰ」

情報デザイン
情報の表現・伝達の工夫
・メディアの特性
・伝えたいことの整理

問題を発見・解決する方法
・メディアの特性の科学的理解
・情報の抽象化，可視化，構造化

情報デザインの
対象

以下のコンテンツが対象
・ポスター
・Webページ

コンテンツ以外も対象
・ポスター
・Webページ
・Webサイト
・インタフェース
・モデル化
・アルゴリズム
・プログラミング
・情報通信ネットワーク
・データの扱い

表現

機能

論理

※コミュニケーションについても科学的な理解が必要
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ノイズ

高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

コミュニケーションを科学的に捉える

高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



情報デザイン≒抽象化，可視化，構造化

高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）





(3) コンピュータとプログラミング
「社会と情報」「情報の科学」 「情報Ⅰ」

アルゴリズム
＆プログラム

アルゴリズムの表現
・フローチャート

典型的な例
・並べ替え（ソート）
・探索（サーチ）

アルゴリズムの表現
・フローチャート
・アクティビティ図
典型的な例
・並べ替え（ソート）
・探索（サーチ）
問題の発見・解決に応じたもの
・音声の認識と応答
・計測・制御
・画像処理
・物理シミュレーション
・自然界のシミュレーション

学習の仕方

プログラムを学ぶ
・プログラムの有用性
・アルゴリズムによる効率の違い

プログラムを学ぶ
・プログラムの有用性
・アルゴリズムによる効率の違い
・関数の使用による構造化
プログラムで学ぶ
・形や色
・コマンドの仕組み
※短いプログラムでコンピュータ
の仕組みを学習

28

WebAPIの利用
人工知能の活用

他教科連携

論理表現の
多様性

実際に使ってみ
る必要がある

※コンピュータについても科学的な理解を深める必要がある



集合，二進数，論理演算

高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

数学Ⅰ
(1)数と式



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

数学A
(1)場合の数
と確率

モデル化とシミュレーション，確率，プログラミング



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

数学Ⅰ
(4)データの分析
数学Ａ
(1)図形の性質
(2)場合の数と確率



(4) 情報通信ネットワークとデータの扱い
「社会と情報」「情報の科学」 「情報Ⅰ」

統計
数学と連携して
平均値，中央値
などの基本的統計値を扱う

分散，標準偏差，相関係数など
の統計指標，散布図，仮説検定
の考え方，交絡因子なども扱う

分析
主にグラフ化などを行い，デー
タの傾向をつかむ

クロス集計，仮説検定，単回帰
分析，これらを通じたデータの
可視化，現象のモデル化と予測

量的データ
主に表形式で整理された数値を
中心に扱う

量的データの記載あり。表形式
で整理されていないものも扱う

質的データ
質的データの記載なし
テキストマイニングの例あり

質的データの記載あり
テキストマイニングの例あり

扱うデータ 整理されたデータを扱う
実験値などの整理されていない
データも扱い，外れ値，欠損値
などの処理も学ぶ

尺度 －
名義，順序，間隔，比例など尺
度水準の違いを扱う

データベース 「情報の科学」のみで扱う
情報を収集・蓄積・提供する方
法として全員が学ぶ

中学校数学科「Dデータの活用」，高校「数学Ⅰ」の(4)「データ分析」と連携
赤字＝数学科で学び情報科で活用 赤字＝情報科のみで活用



ネットワークで重視すること

• 到達点は情報セキュリティを保った小規

模ネットワークの設計

• TCP/IP，プロトコルなどについても学ぶ

• ネットワーク構築の演習は必須とはして

いない。
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高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

量的データ



量的データ

高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



質的データ 高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



(1)情報社会の進展と情報技術
人に求められる資質・能力の変化

(2)コミュニケーションとコンテンツ

(3)情報とデータサイエンス

多様かつ大量のデータの扱い

高校情報Ⅱ

CLI→GUI→NUI→OUI

デ
ー
タ
分
析

モ
デ
ル
化

予
測

機
械
学
習

人
工
知
能

情報デザインの活用→制作・発信・評価

人工知能は
特性を知って
使うことに
重点を置く

(4)情報システムとプログラミング

システムの構想→分割→作成→統合，全体のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

(5)情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究
探究→活用→新たな価値

想像力

創造力

新たな
価値

・コンピュータや情報システム

・コミュニケーション

・データ活用

・情報社会

・複数の項目

「情報Ⅰ」の履修を前提とした選択科目



情報Ⅰ(4) 情報Ⅱ(3) データの活用
「情報Ⅰ」 「情報Ⅱ」

統計
分散，標準偏差，相関係数など
の統計指標，散布図，検定の考
え方，交絡因子なども扱う

統計的な推測（標本調査，母集
団の特徴や傾向），仮説検定の
方法などを扱う

分析
クロス集計，仮説検定，単回帰
分析，これらを通じたデータの
可視化，現象のモデル化と予測

重回帰分析，分類，クラスタリ
ング，これらを通じた可視化，
現象のモデル化と予測及びモデ
ルの評価，機械学習

量的データ
量的データの記載あり。表形式
で整理されていないものも扱う

多様かつ大量のデータを扱い，
バイアスなどデータの信頼性に
かかわることにも配慮する
特に記載なし

質的データ
質的データの記載あり。テキス
トマイニングの例あり。

扱うデータ
実験値などの整理されていない
データも扱い，外れ値，欠損値
などの処理も学ぶ

尺度
名義，順序，間隔，比例など尺
度水準の違いを扱う

データベース
情報を収集・蓄積・提供する方
法として全員が学ぶ

データの整形などで，データを
扱うプログラミングにも触れる

「数学B」の(2)「統計的な推測」
赤字＝数学科で学び情報科で活用 赤字＝情報科のみで活用
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教科の目標

情報の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ，現代社会における情報の意義や役割を理解させるとともに，情報社会の諸課題
を主体的，合理的に，かつ倫理観をもって解決し，情報産業と社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。

育成する人材像
情報に関する知識と技術を習得し，変化の激しい情報社会に対応するために学び続けるとともに，

地域の企業等の問題を発見し解決することができる人材

【総合的科目】 課題研究（原則履修科目）

【各分野の科目】
システムの設計・管理分野の科目

情報システム実習

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

プ
ロ
グ
ラ
ム

情報コンテンツの制作・発信分野の科目

情報コンテンツ実習

表
現
メ
デ
ィ
ア
の

編
集
と
表
現

情
報
デ
ザ
イ
ン

情
報
メ
デ
ィ
ア

【基礎的科目】

情報の表現と管理 情報と問題解決 情報テクノロジー

情報産業と社会（原則履修科目）

情報科（専門）における系統表・構成表（現行→今後） 2017.夏
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情
報
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ツ

と
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ー
ビ
ス

情報実習



現在の状況



11/9発表の大学入学共通テスト試作問題

「実践が重要というメッセージを強く感じる」

と指摘。回帰直線や残差など、数学と連携して

データ分析した経験がないと理解しにくい問題

も。「情報で学んだことを他教科などで実践し

て慣れておくことが大事。直前には共通テスト

専用のプログラム表記(DNCL)の問題に触れる

必要もある。」と話す。
11/19 朝日新聞朝刊

プログラミング・データ活用手厚く



情報科の力を生かすカリキュラム・マネジメント

情報Ⅰ 数学Ⅰ公共 データの活用法律・モラル

総合的な探究
（理数探究）

問題の発見・解決
情報デザイン
モデル化とシミュレーション
プログラミング
データの活用
情報モラル等

理科数学Ｂ情報Ⅱ

データサイエンス

実験データ処理
計測・制御
シミュレーション

社会
地理情報システム
情報収集，統計

国語
情報収集，習得
蓄積，発表，深化

外国語
情報収集，交流・遠隔
素材，写真，イラスト

数学
二次関数，複雑なグラフ
自学自習

保健体育
家庭
芸術
特別活動

各教科等の指導におけるICTの効果的な活用に
関する参考資料
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html


高校における「情報I」の学習コンテンツ等の現状

１年

学習ノート

コース教材

動画教材

数学・公民
との連携

２年

受験準備

問題集

コース教材

動画教材

総合的な探
究との連携

３年

受験直前

問題集

コース教材

動画教材

学校設定
科目設置

テキスト系

Web系

教科連携等

基礎力養成 実践演習基礎力充実
一
部
の
学
校

実教出版編集顧問
Life is Teck! 顧問
アシアル顧問
情報活用能力調査委員



（一般社団法人）デジタル人材共創連盟

出典：（一般社団法人）デジタル人材共創連盟 https://www.dle .or.jp

１０・１８
設立記念
イベント

In
渋谷

https://www.dle.or.jp/


学校教育部会

• 教員向けデジタル関

連研修及び授業支援

• 中高生のデジタル活

動支援

• 産業部会への働きか

け

出典：（一般社団法人）デジタル人材共創連盟 https://www.dle .or.jp

https://www.dle.or.jp/


産業部会

• アントレプレナーシ

ップ育成

• 産業界の支援方策な

どの検討

出典：（一般社団法人）デジタル人材共創連盟 https://www.dle .or.jp

https://www.dle.or.jp/


ガイドライン
部会

• デジタル関連の能力

向上に寄与する大会

開催等のガイドライ

ン作成

出典：（一般社団法人）デジタル人材共創連盟 https://www.dle .or.jp

https://www.dle.or.jp/


広報部会

• 連盟活動における、

成果報告等の広報

出典：（一般社団法人）デジタル人材共創連盟 https://www.dle .or.jp

https://www.dle.or.jp/

